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は 

じ 

め 

に

　

越
前
市
白
山
地
区
に
は
、
国

難
を
避
け
漂
着
し
た
百
済
王
の

娘
「
自
在
女（

１
）」

に
因
む
伝
説
が

伝
わ
っ
て
い
る
。
こ
の
伝
説
は

姫
が
尼
と
な
っ
て
上
陸
し
た
越

前
海
岸
の
「
干か

れ

飯い

崎
（
米
ノ
）」、

そ
こ
か
ら
東
の
山
を
越
え
た

地
・「
千せ

ん

合ご

谷だ
に

」に
あ
る「
解
雷
ヶ

清
水
」、
そ
し
て
さ
ら
に
東
漸

し
永
住
し
た
と
い
う
白
山
地
区

の
中
心
地
・「
二
階
堂
」
と
い

う
地
域
に
渡
り
、
い
わ
ば
点
で
は
な
く
線
と
し
て
西
か
ら
東
に
向
か
う
地
域
一

帯
に
言
い
伝
え
が
広
が
っ
て
い
る
。

　

伝
説
内
容
は
、
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。
神
武
天
皇
の
御
代
に
百
済
の
姫
が
、

東
方
に
有
縁
の
地
が
あ
る
と
知
り
、
船
に
乗
っ
て
越
前
海
岸
の
干
飯
崎
と
い
う

浜
に
漂
着
し
た
。
姫
は
馬
に
乗
り
山
を
越
え
て
東
へ
と
進
み
、
途
中
湧
水
の
奇

跡
を
起
こ
し
、
さ
ら
に
そ
の
奥
の
二
階
堂
に
赴
い
て
当
地
を
開
発
し
、
稲
作
の

作
り
方
を
教
え
る
な
ど
人
々
を
安
寧
の
生
活
へ
導
い
た
と
い
う
。
尼
僧
の
守
り

神
は
土
産
神（

２
）と

し
て
崇
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
が
白
山
妙
理
大
権
現
、

今
の
二
階
堂
に
あ
る
白
山
神
社
だ
と
伝
わ
っ
て
い
る（

３
）。

　

こ
の
よ
う
な
類
の
話
は
「
貴
種
流
離
譚
」
と
言
わ
れ
、『
広
辞
苑
』
に
よ
る

と
「
説
話
類
型
の
一
。
貴
い
家
柄
の
英
雄
が
本
郷
を
離
れ
て
流
浪
し
、
苦
難
を

動
物
や
女
性
の
助
け
な
ど
で
克
服
し
て
ゆ
く
話
」
と
あ
る
。
上
記
の
説
明
は
男

性
を
中
心
と
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
女
性
の
場
合
に
お
い
て
も
、
こ
れ
に
類
す

る
王
女
漂
着
伝
説
は
「
う
つ
ぼ
舟
の
話（

４
）」

や
『
日
本
伝
説
体
系
』
の
第
十
二
（
四

越
前
白し
ら
や
ま山
地
区
の
「
自じ

在ざ
い

女め

」
と
「
解け

ら

が
雷
ヶ
清し
ょ
う
ず水
」　
―
伝
承
の
特
徴
と
語
り
継
ぐ
精
神
的
素
地
―

塩
　
瀬
　
博
　
子

地図１　越前市／越前町付近地図
（http://map.yahoo.co.jpより）
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越
前
白
山
地
区
の
「
自
在
女
」
と
「
解
雷
ヶ
清
水
」

国
編（
５
））
／
十
三
巻
（
北
九
州
編（
６
））
な
ど
に
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
貴
女
流
離
譚

を
大
別
す
る
と
日
本
国
内
／
国
外
か
ら
流
れ
着
い
た
話
に
分
類
さ
れ
、
ま
た
そ

の
展
開
と
し
て

　
ａ　

�

女
性
が
助
け
ら
れ
、
や
が
て
奇
跡
（
蚕
飼
や
蚕
産
、
病
平
癒
な
ど
）
を

起
こ
し
尊
敬
さ
れ
祀
ら
れ
る

　

ｂ　

�

女
性
が
亡
く
な
っ
た
後
そ
の
地
に
良
く
な
い
こ
と
が
起
こ
り
、
そ
の
霊

が
祀
ら
れ
供
養
さ
れ
る

　
ｃ　

�

女
性
が
身
籠
っ
て
い
た
子
ど
も
が
地
域
の
名
士
の
始
祖
と
な
る

と
い
う
内
容
に
分
け
ら
れ
る
。

　

当
伝
説
は
そ
の
う
ち
の
ａ
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
百
済
か
ら
海
を
渡
っ
て
越

前
の
海
岸
に
来
着
し
た
こ
の
百
済
の
姫
の
言
い
伝
え
は
「
全
く
の
伝
説
で
あ
る

か
ら
何
と
も
い
え
な
い
が（

７
）」
と
も
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
伝
説
に
関
し
て
、
か

つ
て
明
治
四
二
年
刊
の
『
丹
生
郡
誌
』（
福
井
県
）
の
余
録
に
は
「
自
在
王
女

伝
説
を
本
文
に
収
録
し
な
か
っ
た
が
、そ
れ
は
全
く
信
憑
す
べ
き
事
実
が
な
く
、

荒
唐
無
稽
の
説
で
あ
る（

８
）」
と
記
述
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
杉
原
丈
夫
は
「
貴
女

流
離
」
の
な
か
で
そ
れ
に
対
し
て
異
を
唱
え
、「
そ
の
よ
う
な
伝
説
が
何
百
年

も
語
り
継
が
れ
て
来
た
こ
と
は
、
れ
っ
き
と
し
た
一
つ
の
事
実
で
あ
る
。
昔
の

人
が
い
か
に
素
朴
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
よ
い
か
げ
ん
な
デ
タ
ラ
メ
を
そ
の
ま

ま
素
直
に
信
ず
る
こ
と
は
あ
り
え
な
い
。
王
女
流
離
の
伝
説
を
た
い
し
た
抵
抗

も
な
く
受
入
れ
、
そ
れ
を
伝
承
し
て
い
く
精
神
的
素
地
が
郷
土
の
人
た
ち
の
中

に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。（
後
略
）（

９
）」

と
反
論
し
て
い
る
。

　

杉
原
が
主
張
す
る
の
は
史
実
と
伝
説
の
間
で
、
史
実
で
は
な
い
と
し
て
も
人

が
そ
れ
を
信
じ
語
り
続
け
た
と
い
う
、
そ
の
こ
と
自
体
の
重
要
性
で
あ
っ
た（

（（
（

。

そ
の
論
に
立
ち
、「
自
在
女
」
伝
説
の
う
ち
特
に
「
解
雷
ヶ
清
水
」
に
焦
点
を

当
て
、
伝
説
の
特
徴
を
と
ら
え
た
う
え
で
、
な
ぜ
地
元
の
人
が
信
じ
て
語
り
伝

え
、
一
四
〇
〇
年
の
長
き
の
間
例
祭
を
と
り
行
っ
て
き
た
の
か
、
ま
た
そ
の
精

神
的
素
地
と
は
何
で
あ
る
の
か
を
考
え
た
い
。

　
　
　

一　

研
究
対
象
地
の
概
況

　

先
述
し
た
よ
う
に
自
在
姫
の
伝
説
に
お
い
て
は
、
そ
の
足
跡
が
三
つ
の
地
域

に
渡
っ
て
お
り
、
漂
着
地
の
「
鰈か

れ
ひ

崎ざ
き

・
干か
れ

飯い

崎
（
現
在
の
米
ノ
）」、
そ
こ
か
ら

山
越
え
し
た
「
千
合
谷
」
の
「
解
雷
ヶ
清
水
」、さ
ら
に
東
に
あ
る
定
住
地
「
二

階
堂
」
で
あ
る
。
米
ノ
は
越
前
町
に
あ
り
、姫
が
奇
跡
を
起
こ
し
た
「
千
合
谷
」

「
二
階
堂
」
の
あ
る
白
山
地
区
は
越
前
市
に
属
す
る
。

　

ま
ず
、
当
論
文
の
主
な
伝
説
の
舞
台
、
白し

ら
や
ま山
地
区
か
ら
紹
介
を
し
よ
う
。

【
白
山
地
区
】
越
前
国
府
の
あ
っ
た
福
井
県
越
前
市
（
旧
武
生
市
）
の
西
端
に

位
置
し
、
二
〇
〇
～
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
級
の
山
々
に
囲
ま
れ
た
盆
地
状
の
地
形

に
あ
り
、
古
く
は
「
山
干が

れ

飯い

」
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
現
在
の
町
名
「
白
山
」
は

明
治
二
三
年
の
市
町
村
制
実
施
に
当
た
り
、
当
時
山
干
飯
郷
四
八
村
の
郷
社
、

二
階
堂
に
あ
る
白は

く
さ
ん山
神
社
の
名
よ
り
名
付
け
ら
れ
た（

（（
（

。
丘
陵
地
や
谷
あ
い
の
小

さ
な
平
野
に
現
在
二
五
の
村
々
が
散
在
し
て
い
る
が
、
こ
の
町
は
水
と
緑
に
恵

ま
れ
、日
本
の
里
百
選
に
選
ば
れ
た
。
五
四
三
世
帯
で
一
七
三
二
人（
二
〇
一
五

年
七
月
一
日
現
在
）。
当
地
区
の
生
業
は
純
農
山
村
の
形
態
で
あ
っ
た
が
現
在

で
は
兼
業
農
家
か
ら
非
農
家
に
な
り
、
地
区
外
（
越
前
・
鯖
江
・
福
井
市
方

面（
（（
（

）
に
勤
務
す
る
住
民
が
多
い
。
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【
千
合
谷
と
解
雷
ヶ
清
水
】
白
山
地
区
の
西
に
あ
る
地
域
で
、
姫
が
岩
に
杖
を

突
い
た
ら
水
が
湧
き
出
た
と
い
わ
れ
る
解
雷
ヶ
清
水（

（（
（

が
あ
る
所
で
あ
る
。『
白

山
村
誌
』
に
よ
る
と
、
そ
の
名
は
谷
間
が
数
多
く
あ
る
の
で
そ
の
数
の
多
い
事

を
「
千
」
で
表
現
し
、
合
わ
せ
た
「
谷
」
と
し
て
名
付
け
た
も
の
で
は
な
い
か

と
さ
れ
る
。「
解
雷
ヶ
清
水
」
に
は
不
動
明
王
が
祀
ら
れ
、
毎
年
七
月
七
日
に

例
祭
が
行
わ
れ
る
。
明
治
時
代
ま
で
雨
乞
い
の
神
様
と
し
て
、
干
天
時
は
雨
乞

い
相
撲
が
終
わ
る
頃
に
は
必
ず
雨
が
降
っ
た（

（（
（

、
と
い
う
。
二
〇
一
五
年
九
月
一

日
現
在
、
戸
数
は
二
二
世
帯
、
人
口
六
五
人
で
、
ほ
と
ん
ど
の
世
帯
主
が
六
五

歳
以
上
で
あ
る
。
水
汲
み
場
の
近
く
に
は
一
九
九
六
年
に
建
立
さ
れ
た
碑
文
が

建
っ
て
い
る
。

　
　
《「
碑
文
」
内
容
》

　
　
　
　
　

解
雷
ヶ
清
水
の
由
来

　
　

�　

今
か
ら
一
千
四
百
年
以
前
の
昔
西
暦
五
百
七
十
年
頃
朝
鮮
の
百
済
の

国
、
都
城
が
高
句
麗
に
攻
め
ら
れ
た
時
王
女
「
自
在
女
」
が
国
の
難
を
避

け
る
た
め
従
者
を
従
え
て
、
干
飯
浦
（
現
在
の
米
ノ
浦
）
に
上
陸
し
、
安

住
の
地
を
求
め
て
、
奥
へ
奥
へ
と
志
向
し
、
峻
険
な
る
六
呂
師
峠
を
越
え

て
山
干
飯
の
里
、
現
在
の
「
千
合
谷
」
へ
と
向
か
っ
た
。
途
中
途
中
従
者

た
ち
は
喉
の
渇
き
を
お
ぼ
え
、清
水
を
求
め
た
が
な
か
な
か
見
つ
か
ら
ず
、

こ
れ
を
見
て
い
た
自
在
姫
が
（
中
略
）
神
仏
を
念
じ
水
を
求
め
て
い
た
と

こ
ろ
、
に
わ
か
に
雲
が
か
き
曇
り
、
雷
雨
と
と
も
に
落
雷
が
あ
り
、
そ
の

響
き
と
と
も
に
岩
間
か
ら
た
ち
ま
ち
清
い
水
が
こ
ん
こ
ん
と
湧
き
出
て
、

従
者
の
喉
の
渇
き
を
い
や
す
こ
と
が
出
来
た
。
こ
れ
が
今
に
伝
え
ら
れ
て

い
る
解
雷
ヶ
清
水
の
起
こ
り
で

あ
り
、
そ
れ
以
来
、
こ
の
清
水
は

天
王
川
の
水
源
と
な
り
、
現
在

に
至
っ
て
い
る
。
そ
の
後
こ
の

解
雷
ヶ
清
水
は
い
か
な
る
旱
魃

の
と
き
で
も
清
水
が
渇
れ
る
こ

と
が
な
く
、
由
緒
深
い
霊
地
と

し
て
社
殿
「
不
動
明
王
」
を
建

て
、
毎
年
七
月
七
日
に
は
例
祭
を

行
い
霊
水
と
し
て
奉
っ
て
い
る
。

ま
た
雨
乞
い
の
神
様
と
し
て
も

地図２　福井県武生市白山地区略図　（市町村合併前）
（武生市白山公民館『山干飯の暮らし』1891）より

写真１　解雷ヶ清水の碑文

武生市
 （現越前市）
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越
前
白
山
地
区
の
「
自
在
女
」
と
「
解
雷
ヶ
清
水
」

慕
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
今
に
残
る
「
自
在
姫
伝
説
」
の
起
こ
り
で
あ
り
、

現
在
ま
で
言
い
伝
え
ら
れ
て
い
る（

（（
（

。

【
二
階
堂
】
白
山
地
区
の
中
心
と
も
言
え
る
地
で
あ
り
、
そ
の
盆
地
を
見
下
ろ

す
丘
上
に
、自
在
女
に
因
む
と
も
い
わ
れ
る
総
社
「
白
山
神
社
」
が
鎮
座
す
る
。

『
角
川
地
名
大
事
典（

（（
（

』
に
は
「
東
方
―
北
側
丘
陵
に
古
墳
が
あ
る
。（
中
略
）
八

世
紀
頃
既
に
か
な
り
の
力
の
あ
る
豪
族
が
住
み
つ
い
た
と
考
え
ら
れ
る
」
と
あ

り
、
神
社
の
存
在
と
あ
わ
せ
て
古
く
か
ら
開
け
て
い
た
地
と
目
さ
れ
る
。

【
米
ノ
（
旧
名
「
干
飯
浦
」）】

　

越
前
町
に
あ
る
米
ノ
は
、
西
側
日
本
海
に
面
し
背
後
は
急
峻
な
山
が
迫
り
、

海
と
山
に
挟
ま
れ
た
地
域
で
あ
る
。
同
じ
く
『
角
川
地
名
大
事
典
』
に
よ
れ
ば
、

こ
の
地
は
古
く
は
王か

れ

い
余
魚
浦
、
干
飯
崎
浦
と
い
わ
れ
て
い
た
が
慶
長
十
一
年

（
一
六
〇
六
）
に
米
ノ
浦
と
改
称
し
た
。
五
七
三
年
高
句
麗
使
の
船
が
破
船
し
溺

死
者
が
出
た
と
い
う「
沈
船
ヶ
淵
」の
標
柱
が
、淵
を
望
む
海
岸
に
立
っ
て
い
る
。

　
　
　

二　

自
在
女
伝
説
に
関
す
る
文
献

　

考
察
の
手
掛
か
り
と
し
て
、
伝
説
の
歴
史
的
経
過
を
見
る
た
め
に
文
献
を
年

代
順
に
見
て
い
き
た
い
。

（
１
）「
自
在
女
」「
干
飯
浦
（
崎
）」「
千
合
谷
（
解
雷
ヶ
清
水
）」「
二
階
堂
」

の
地
名
が
現
れ
る
文
書

【
文
献
１
】「
白
山
宮
（
二
階
堂
白
山
神
社
）
縁
起
」

　

下
記
の
文
は
、
現
在
の
神
主
小
泉
命ま

こ
と

氏
の
祖
父
が
家
に
代
々
伝
わ
る
と
い

う
古
文
書
を
写
し
書
き
し
た
も
の
で
、
氏
が
そ
れ
を
コ
ピ
ー
さ
れ
た
も
の
を

二
〇
一
三
年
七
月
に
筆
者
が
戴
い
た
。
こ
の
文
書
の
年
代
は
不
明
だ
と
い
う
。

し
か
し
、
こ
の
文
献
中
で
米
ノ
の
呼
称
が
「
干
飯
浦
」
と
あ
り
、
先
述
し
た
よ

う
に
米
ノ
は
慶
長
十
一
（
一
六
〇
六
）
年
に
米
ノ
浦
と
改
称
が
な
さ
れ
た
こ
と

か
ら
一
六
〇
六
年
以
前
と
推
定
で
き
る
。
最
初
に
全
文
を
記
し
、
次
に
そ
の
訳

を
示
す（

（（
（

。

　
　
　

白
山
宮
縁
起

　
　

�

越
之
前
州
丹
生
郡
山
干
飯
郷
白
山
大
権
現
者
人
皇
元
正
天
皇
御
宇
養
老
元

年
創
立
□
神
武
天
皇
御
宇
百
濟
國
歎
喜
王
有
二
一
女
三
男
長
姉
名
二
自
在

女
一
容
色
端
正
艶
美
具
二
四
八
相
一
被
二
忍
辱
衣
一
居
二
慈
非
室
一
及
二
十
八
歳
一

諸
邦
群
王
聞
二
其
美
一
欲
二
競
而
迎
レ
之
時
舎
郎
國
之
奢
首
王
年
九
十
有
ニ
性

質
暴
悪
好
一
誇
淫
虐
聞
二
自
在
女
容
色
一
遣
レ
使
レ
□
レ
之
父
其
年
老
行
肆
不
レ

肯
也
又
有
二
邊
域
一
曰
二
狗
郎
国
一
王
号
二
清
浄
一
七
寶
豊
饒
主
崇
二
仁
慈
一
因

欲
冊
之
父
便
許
諾
也
奢
首
王
聞
發
レ
憤
擧
レ
兵
責
二
百
濟
一
清
浄
王
合
レ
勢
相

戰
殆
及
二
数
十
年
一
奢
首
王
逐
亡
□
自
自
在
念
言
害
二
於
衆
命
一
源
起
二
於
我

一
厥
罪
殃
何
以
脱
之
哉
於
レ
是
發
心
出
家
薫
修
年
深
然
後
東
方
有
二
有
縁
地

一
飛
二
来
斯
國
一
始
至
レ
之
處
謂
二
干
飯
浦
一
浦
有
二
明
神
濱
乃
飯
櫃
之
地
一
昔

日
自
在
女
炊
レ
米
之
所
也
白
水
今
尚
漏
出
又
東
有
二
鞍
掛
竝
龍
峰
一
自
在
女

乗
二
龍
馬
一
来
始
爰
居
解
レ
鞍
放
之
地
也　

又
過
二
東
方
一
入
二
干
山
中
一
有
定

坐
観
念
觀
念
之
所
也
此
地
無
レ
水
自
在
女
時
觀
二
浄
水
自
然
流
出
一
謂
二
之

解
雷
清
水
一
也
始
天
下
晦
然
萬
民
疾
疫
治
而
不
广
因
聞
三
山
中
有
二
靈
験
貴

尼
一
郷
民
威
注
二
潔
齋
一
求
レ
哀
貴
尼
憐
レ
之
一
夕
持
念
天
下
晴
然
如
レ
故
民

疾
僉
痊
□
因
為
二
産
神
尊
一
稱
二
白
山
妙
理
大
権
現
一
異
靈
之
聲
聞
二
帝
闕
一

重
宣
勅
賜
二
正
一
位
一
（
後
略
）
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�（
訳
）
越
前
丹
生
郡
山
干
飯
郷
白
山
大
権
現
は
元
正
天
皇
御
宇
の
養
老

元
年
（
七
一
七
）
の
創
立
で
あ
る
。
神
武
天
皇
の
御
宇
、
百
済
国
の
王
、

歎
喜
王
に
一
女
三
男
あ
り
、
長
姉
の
名
は
自
在
女
と
い
っ
た
。
容
色
端

正
で
そ
の
艶
美
は
四
八
相
を
具
え
て
お
り
（
中
略
）
慈
悲
深
か
っ
た
。

姫
が
十
八
歳
に
な
り
、
そ
の
美
し
さ
は
諸
国
の
王
の
知
る
と
こ
ろ
と

な
っ
た
。
そ
ん
な
時
舎
郎
國
の
奢
首
王
と
い
う
九
十
余
歳
の
性
質
暴
悪

で
淫
虐
な
王
が
、
自
在
女
の
容
色
を
聞
き
、
他
の
王
と
競
っ
て
姫
を
迎

え
よ
う
と
し
た
。
使
い
を
遣
っ
て
結
婚
を
迫
っ
た
が
、
姫
の
父
は
奢
首

王
が
あ
ま
り
に
老
齢
と
暴
虐
で
あ
っ
た
ゆ
え
に
こ
れ
を
断
っ
た
。
一
方

狗
郎
國
と
い
う
国
に
清
浄
と
い
う
王
が
お
り
、
国
が
豊
か
で
そ
の
仁
慈

を
崇
め
ら
れ
て
い
た
の
で
、
姫
の
父
は
そ
の
王
の
申
し
込
み
を
承
諾
し

た
。
こ
れ
を
聞
い
た
奢
首
王
は
怒
り
、
兵
を
挙
げ
て
百
済
を
攻
め
た
の

で
、
清
浄
王
も
百
済
國
を
加
勢
し
て
相
戦
っ
た
が
、
こ
の
戦
い
は
数
十

年
に
及
ん
で
続
い
た
。
奢
首
王
は
亡
く
な
っ
た
が
、
姫
は
多
数
の
衆
命

を
死
に
至
ら
し
め
た
罪
は
自
分
に
あ
る
と
、
出
家
し
て
深
く
思
い
を
巡

ら
し
た
後
、
東
に
有
縁
の
地
有
り
と
聞
き
、
飛
来
し
て
こ
の
地
に
こ
ら

れ
た
。
姫
が
初
め
て
着
い
た
處
を
干
飯
浦
と
い
い
、
そ
の
浦
に
は
明
神

濱
が
あ
る
。
ま
た
飯
櫃
の
地
と
い
う
の
は
昔
、
自
在
女
が
米
を
炊
い
た

所
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
今
な
お
白
い
水
が
出
る
。
ま
た
東
に
鞍
掛
龍
峰

が
あ
る
が
、
そ
こ
は
自
在
女
が
馬
の
鞍
を
解
い
た
所
か
ら
そ
の
名
が
あ

る
。
姫
が
東
方
を
過
ぎ
て
山
中
に
入
り
、
場
を
定
め
座
し
て
一
心
に
仏

を
念
じ
た
所
が
あ
る
。
水
が
な
い
所
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
時
浄
水
が
自

然
と
流
れ
出
し
た
の
で
こ
こ
を
解
雷
ヶ
清
水
と
い
う
。
そ
の
頃
一
帯
の

村
に
疾
疫
が
流
行
り
多
く
の
人
が
苦
し
ん
で
い
た
が
、
山
中
に
霊
験
貴

き
尼
僧
が
い
る
こ
と
を
聞
き
、
助
け
を
乞
わ
ん
と
自
在
女
の
元
へ
や
っ

て
来
た
。
尼
僧
の
一
心
の
御
祈
祷
で
、
病
が
治
り
人
々
は
平
和
な
暮
ら

し
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
尼
僧
の
守
り
神
を
人
々
も

崇
拝
し
こ
れ
を
「
白
山
妙
理
大
権
現
」
と
称
す
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の

異
霊
の
あ
ら
た
か
な
こ
と
は
帝
の
聞
く
と
こ
ろ
と
な
り
正
一
位
を
賜
っ

た
。（
後
略
）

【
文
献
２
】『
越
前
地
理
指
南
』　

越
前
藩
（
一
六
八
五
年
）

　

こ
の
資
料
は
幕
府
が
越
前
国
に
命
じ
て
作
ら
せ
た
も
の
で
、
作
成
に
当
り
、

絵
図
の
資
料
を
得
る
た
め
村
明
細
帳
の
形
で
上
進
さ
れ
た
調
査
書
で
は
、
と
い

う
。
群
別
村
毎
に
寺
社
、
城
跡
な
ど
が
克
明
に
記
載
さ
れ
て
い
る（

（（
（

。

　
　
　
　

丹
生
郡

　
　

一　

白
山
社
ア
リ　
　
　
　
　
　

千
合
谷
村

　
　
　
　

げ
ら
か
清
水
と
云
御
手
洗
ア
リ

　
　

一　

白
山
社
ア
リ　

此
辺
惣
社　
　
　

二
階
堂

　
　
　
　
　

本
地
阿
弥
陀　

春
日
作

　
　
　
　
　

唐
本
大
般
若
経
ア
リ

【
文
献
３
】『
越
前
志
抄
』
坂
野
二
蔵
（
一
八
一
四
年
以
前
）

　

著
者
は
一
七
四
四
年
生
ま
れ
。
和
漢
の
学
を
修
め
、
越
前
の
地
誌
に
関
心
を

抱
い
て
神
社
仏
閣
、
郷
村
、
山
野
海
川
な
ど
を
調
べ
て
資
料
を
収
集
し
て
い
た

が
、
一
八
一
四
年
に
に
わ
か
に
世
を
去
っ
た
。
彼
の
学
風
は
書
斎
で
の
研
究
の

み
な
ら
ず
郷
土
を
踏
査
し
、
古
記
録
と
古
老
の
言
を
聞
取
り
し
て
お
り
、
民
俗

学
の
域
に
ま
で
立
ち
入
っ
て
い
る（

（（
（

。



59

塩
瀬　

越
前
白
山
地
区
の
「
自
在
女
」
と
「
解
雷
ヶ
清
水
」

　
　
（
二
階
堂
白
山
）

　
　

�
池
田
神
主
云
、
二
階
堂
白
山
、
今
年
開
帳
、
参
詣
、
縁
起
を
聞
。
神
武
天

皇
の
御
宇
、
百
済
国
の
王
、
一
女
三
男
を
生
。
長
姉
を
自
在
女
と
名
く
。

他
国
奢
郎
国
王
九
十
二
歳
に
し
て
荒
淫
也
。
欲
娶
之
。
不
受
、
拘
郎
国
の

清
浄
王
に
妻
す
。
奢
郎
国
王
怒
て
百
済
を
攻
。
清
浄
王
加
勢
し
て
戦
。
奢

郎
国
王
亡
す
。
自
在
女
、
我
数
多
の
人
名
を
亡
を
哀
み
、
尼
と
成
。
東
に

有
縁
の
地
有
と
て
東
へ
赴
き
、カ
レ
の
ウ
ラ
へ
着
。
米
を
か
し
き
候
処
有
。

カ
レ
の
浦
飯
か
浜
有
。
今
に
白
水
流
る
。
其
頃
疾
病
に
て
人
命
亡
ふ
。
土

人
貴
尼
へ
乞
て
祷
り
、
国
安
し
。
故
に
神
明
に
し
、
白
山
妙
理
大
権
現
と

云
。
庭
闕
へ
達
し
、
正
一
位
を
賜
ふ
。
古
老
の
伝
、
如
此
。（
中
略
）
二

階
堂
小
原
氏
曰
、
二
階
堂
の
白
山
は
、
百
済
国
の
自
在
女
米
ヶ
浦
に
着
。

今
に
地
名
飯
櫃
あ
り
。
六
呂
師
の
上
竜
ヶ
峯
に
馬
を
止
玉
ひ
し
。
此
処
に

住
玉
は
ん
と
為
玉
へ
供
、
心
に
入
ら
さ
る
ゆ
へ
、
二
階
堂
に
飛
給
ひ
座
し

由
。
千
合
谷
川
に
て
水
想
観
を
為
れ
し
と
な
ん
。
其
川
を
解ゲ

雷ラ
イ

川
と
云
と

な
ん
。
縁
起
あ
り
。
重
ね
て
見
す
べ
し
と
云
。

【
文
献
４
】『
越
前
國
名
蹟
考
』
井
上
翼
章
（
一
八
一
五
年
）

　

福
井
藩
士
が
著
し
た
越
前
国
の
地
誌
。
先
行
の
地
誌
や
史
書
か
ら
の
引
用
に

独
自
の
考
察
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。

　
　

     　
　

二
階
堂
村　

福
井
上
領（

（（
（

　
（
後
略
）

　
　

◎�

白
山
大
権
現　

祭
神
伊い

ざ
な
ぎ
の

弉
冊
尊み

こ
と　

○
養
老
元
年
泰
澄
開
基
七
堂
伽
藍
の

大
坊
に
て
社
領
七
十
五
町
坊
舎
數
多
有
之 

近
郷
四
拾
村
の
惣
社
た
る
が

天
正
の
兵
火
に
罹
り
て
焼
亡
せ
し
に
其
後
年
暦
を
経
て
（
後
略
）
寺
社

縁
起　

○
此
邊
の
惣
社
本
地
阿
彌
陀
唐
本
の
大
般
若
経
あ
り　
繪
國
記

　
　
　
　
　
　
　

千
合
谷
村  （
後
略
）

　
　

◎
白
山
社　

ケ
ラ
カ
清
水
と
云
御
手
洗
あ
り　
繪
國
記

【
文
献
５
】『
若
越
寶
鑑
』　

渡
辺
市
太
郎
（
一
八
九
九
年
）

　

日
本
名
蹟
図
誌
の
第
五
編
。
郡
ご
と
に
名
所
旧
跡
を
記
し
、
本
文
は
先
行
す

る
地
誌
に
基
づ
く
。

　
　
　
　

丹
生
郡（

（（
（

　
　

�

米
ノ
浦　
　

城
崎
村
大
字
米
ノ
浦
に
あ
り
、
米
浦
は
丹
生
郡
の
南
部
に
位

し
て
日
本
海
に
臨
め
る
所
な
り
、
此
地
は
古
へ
山
干
飯
郷
に
属
せ
し
に
依

り
干
飯
の
浦
と
も
称
へ
け
り
、（
中
略
）
又
、
此
浦
に
百
済
の
皇
女
の
旧

蹟
あ
り
、
伝
へ
て
曰
く
、
神
武
天
皇
の
御
宇
、
百
済
国
勤
喜
王
に
自
在
と

称
す
る
美
女
あ
り
、（
中
略
）
其
後
東
方
に
有
縁
の
地
あ
り
と
て
海
を
渡

り
て
此
浦
に
着
船
し
岩
間
に
閑
栖
す
、
云
々
故
に
今
に
着
船
の
所
を
明
神

浜
と
い
い
、
米
を
炊
き
し
所
を
飯
櫃
の
地
と
云
ふ
、
其
地
自
在
に
関
す
る

旧
跡
少
な
か
ら
ず
、
而
し
て
二
階
堂
の
白
山
社
は
自
在
を
祀
る
所
な
り
と

ぞ
（
後
略
）

【
文
献
６
】『
福
井
県
の
伝
説
』
鯖
江
女
子
師
範
学
校
編（

（（
（

（
一
九
三
六
年
）

　
　
　
　
　

白
山
神
社
（
二
階
堂
）

　
　

�

當
社
は
伊
弉
那
美
尊
を
祀
っ
て
あ
る
。
養
老
元
年
に
泰
澄
大
師
の
開
い
た

も
の
で
（
中
略
）
近
郷
四
拾
村
の
惣
社
で
あ
っ
た
が
天
正
の
兵
火
に
あ
っ

て
焼
亡
し
た
。（
中
略
）
昔
朝
鮮
の
百
済
の
人
自
在
女
と
呼
ぶ
者
が
、
當

村
に
來
て
自
己
の
守
護
神
た
る
三
像
の
佛
を
祀
っ
て
白
山
大
權
現
と
稱
へ

た
の
が
、
こ
の
白
山
神
社
の
創
め
で
あ
る
と
も
い
っ
て
ゐ
る
。

　
　
　
　
　

白
山
洞と

う

の
池
（
二
階
堂
）
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�

白
山
神
社
の
付
近
に
あ
る
小
池
で
、
其
の
水
は
天
王
川
の
水
源
で
あ
る
解

雷
清
水
の
水
が
池
下
を
通
っ
て
湧
出
る
の
で
あ
る
と
傅
へ
ら
れ
、
旱
魃
に

苦
し
む
時
は
此
の
池
に
雨
乞
い
を
し
た
。

　
　
　
　
　

解
雷
ヶ
清
水
（
千
合
谷
）

　
　

�

昔
朝
鮮
の
百
齊
の
國
に
自
在
女
と
い
ふ
人
が
あ
っ
た
。
日
本
國
に
來
て
丹

生
郡
城
崎
村
の
米
の
鰈か

れ
ひ

崎ざ
き

に
漂
着
し
て
上
陸
し
た
。
そ
れ
か
ら
次
第
に
進

ん
で
、
馬
で
米
ノ
峠
を
越
え
て
千せ

ん

合ご

谷だ
に

の
奥
に
出
た
。
此
の
時
杖
で
足
下

の
岩
を
突
い
た
ら
、
忽
ち
清
水
が
滾こ

ん
こ
ん々

と
し
て
流
れ
出
て
下
流
の
万
民
を

養
ふ
様
に
な
っ
た
。
こ
の
清
水
が
解
雷
ヶ
清
水
で
今
は
天
王
川
の
水
元
と

な
っ
て
い
る
。
自
在
女
は
更
に
進
ん
で
二
階
堂
に
出
て
住
ん
だ
。
彼
の
住

ん
だ
こ
の
白
山
村
を
山や

ま

干か
れ

飯ひ

と
い
っ
た
。（
後
略
）

　

次
に
こ
れ
ら
の
文
献
を
ま
と
め
、
考
察
を
行
う
。

（
２
）
文
献
に
よ
る
考
察

　
（
１
）
の
文
献
内
容
を
事
項
別
に
ま
と
め
た
も
の
が
表
１
で
あ
る
。
表
１
か

ら
見
出
せ
る
こ
と
は
以
下
で
あ
る
。

①�

解
雷
ヶ
清
水
と
白
山
神
社
の
由
来
に
か
ん
し
て
、
記
述
に
二
通
り
あ
り
、
自

在
女
の
伝
説
を
記
さ
な
い
も
の
（
文
献
２
、４
）
と
そ
れ
を
記
す
も
の
（
文

献
１
、３
、５
、６
）
で
あ
る
。
特
に
文
献
６
の
「
白
山
神
社
」
の
項
で
は
、

神
社
の
起
源
に
泰
澄
大
師
と
自
在
女
の
二
通
り
の
言
い
伝
え
を
併
記
し
て
お

り
、
諸
説
あ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
。

②�

姫
の
善
行
は
お
も
に
水
を
湧
出
し
た
こ
と
と
、
村
人
の
病
を
治
し
た
こ
と
が

中
心
に
書
か
れ
て
い
る
。

③
姫
の
上
陸
地
点
・
米
ノ
～
解
雷
ヶ
清
水
に
か
け
て
伝
説
に
因
む
地
名
が
あ
る
。

④�

文
献
６
よ
り
解
雷
ヶ
清
水
は
位
置
す
る
千
合
谷
の
み
な
ら
ず
、
白
山
地
区
全

体
の
雨
乞
い
の
対
象
と
な
っ
て
い
た
。

　

ま
ず
①
か
ら
考
察
す
る
と
、
文
献
４
は
文
献
２
が
元
に
な
っ
て
い
る
と
み
ら

れ
る
。
ま
た
、
文
献
１
、３
、５
の
内
容
は
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
、
文
献
１
は
現
白

山
神
社
の
神
主
を
務
め
る
小
泉
家
伝
来
の
古
文
書
で
あ
る
。
文
献
３
の
著
者
は

当
時
の
神
主
か
ら
話
を
聞
い
て
い
る
た
め
、
文
献
１
と
同
内
容
に
な
っ
た
と
推

測
す
る
。
し
か
し
著
者
坂
野
二
蔵
は
古
典
研
究
の
み
な
ら
ず
実
地
に
踏
査
し
、

古
記
録
や
古
老
に
伝
説
を
尋
ね
る
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
行
っ
て
い
た
学
者
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
当
時
人
々
の
間
で
伝
承
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
記
述
さ
れ
て
い

る
と
思
わ
れ
る
。「
古
老
の
伝
」
と
あ
り
、
文
献
１
で
書
か
れ
た
こ
と
が
後
年

同
様
な
内
容
で
伝
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

　

神
社
起
源
に
つ
い
て
、
一
九
七
八
年
の
『
白
山
村
誌
』
に
も
双
方
の
記
述
が

あ
る（

（（
（

。
白
山
神
社
の
由
来
が
霊
峰
白
山
を
開
い
た
泰
澄
大
師（

（（
（

に
よ
る
と
す
る
も

の
と
、
自
在
女
と
す
る
説
で
あ
る
。
前
者
に
つ
い
て
同
村
誌
に
よ
る
と
、
白
山

村
に
白
山
神
社
は
全
部
で
六
社
あ
る
が
、
そ
れ
ら
の
総
本
宮
白
山
神
社
（
在
石

川
県
）
は
泰
澄
が
養
老
元
年
に
開
い
て
「
白し

ら
や
ま山

比ひ

咩め
の

神
」
を
祀
り
、
そ
の
祭
神

の
一
人
は
菊き

く

理り

媛ひ
め
の

命み
こ
と

で
あ
る
。
菊
理
と
は
水み

く
く
り泳

の
意
で
水
の
神
で
あ
り
（
日

本
書
紀　

崇
神
天
皇
紀
）、
一
方
蚕
の
糸
を
く
る
「
ク
ク
リ
」
で
蚕
の
神
と
も

い
わ
れ
る
。
白
山
信
仰
は
農
民
と
し
て
最
も
大
切
な
水
の
神
、
か
つ
養
蚕
の
神

で
あ
れ
ば
、
こ
の
地
で
も
氏
神
と
勧
請
す
る
の
は
当
然
と
し
て
い
る
。
し
か
し

も
う
一
方
で
『
白
山
神
社
縁
起
』
に
よ
っ
た
自
在
女
伝
説
の
記
述
も
あ
り
、
神
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」

社
が
勧
請
し
た
菊
理
媛
と
自
在
女
が
重
な
り
合
っ

て
い
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
が
、
は
っ
き
り
と
は

わ
か
ら
な
い
。

　

以
上
よ
り
神
社
由
来
に
は
二
通
り
の
説
が
あ
る

が
、
清
水
に
は
姫
の
名
で
一
本
化
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
自
在
女
と
関
連
付
け
て
伝
わ
っ
て
き
た

こ
と
が
わ
か
る
。

　

②
に
つ
い
て
①
と
関
連
す
る
が
、
文
献
の
ほ
と

ん
ど
が
清
水
に
つ
い
て
触
れ
、
六
点
の
う
ち
、
五

点
に
記
載
が
あ
り
、
由
緒
が
自
在
女
だ
と
い
う
も

の
は
三
点
あ
る
。
当
時
の
村
落
や
人
々
に
と
っ
て

水
の
確
保
は
死
活
問
題
で
あ
り
、
そ
の
発
見
は
何

よ
り
も
社
会
集
団
の
維
持
や
幸
福
に
貢
献
す
る
も

の
で
あ
っ
た
。
疾
病
の
平
癒
も
同
じ
で
あ
り
、
そ

の
恩
恵
の
念
が
姫
と
結
び
つ
い
て
伝
承
を
継
続
さ

せ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

③
で
あ
る
が
、
上
陸
地
か
ら
解
雷
ヶ
清
水
に
か
け

て
姫
に
因
む
地
名
が
多
い
の
は
東
進
の
跡
付
け
と
思

わ
れ
る
が
、
両
地
の
関
係
を
示
す
も
の
だ
ろ
う
。

　

④
は
白
山
地
区
の
川
や
池
な
ど
が
す
べ
て
同
清

水
を
水
源
と
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
、「
雨
乞
い
」

と
い
う
語
に
よ
り
、
清
水
が
地
域
全
体
で
神
聖
視

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

文献１
白山宮縁起

文献２
越前地理指南

文献３
越前志抄

文献４
越前國名蹟考

文献５
若越寶鑑

文献６
福井県の伝説

1 文献年代 ～ 1800 1685 ～ 1814 1815 1899 1936

2
伝説
記述

有（神武天皇御宇） 有（神武天皇の御宇） 有（神武天皇の御宇） 有（神武天皇の御宇） 有（養老元年）

3 自在女名記述 有 有 有 有

4

清水名記述と呼
称／所以

有
解雷清水／有定
坐觀念―自在女
時觀二浄水自然
流出一（原文）

有
げらか清水（御
手洗）

有
解
げ

雷
らい

川／水想観
を為れし

有
ケラカ清水（御
手洗）

有
解雷ヶ清水（今
は天王川水元）
／杖で（後略）、
忽ち清水が滾々
として流れ出て

5
千合谷
地名記述

有 有
（千合谷川）

有 有 有

6
自在女と郷民 御祈祷で病が治

り
土人乞て祷り、
国安し

7
上陸地点記述と
呼称

有
干飯浦

有 有
カレのウラ

有
米ノ浦干飯の浦

有
鰈崎

8

伝説に因む他の
地名

鞍掛龍峰／明神
濱／飯櫃

飯か浜／飯櫃／
竜ヶ峯

明神浜／飯櫃 白山洞の池（解
雷清水の水が池
下を通って湧出
る／雨乞い）

9

白山（神）社に
ついての記述

有
養老元年（717）
創立／尼僧の守
り神→白山妙理
大権現／異霊之
聲聞帝闕重宣勅
賜正一位（原文）

此辺惣社／本地
弥陀　春日作／
唐本大般若経ア
リ

有
故に（自在女を）
神明に→白山妙
理大権現／正一
位を賜ふ

有
白山大権現／泰
澄開基養老元年

（717） 祭神伊弉
冊尊・七堂駈伽
藍 の 大 坊 社 領
七十五町坊舎数
多／天正兵火に
焼亡／此邊の惣
社本地阿彌陀唐
本の大般若経あ
り寺社縁起

有
自在を祀る

有
・�養老元年に泰

澄大師の開い
たもの

・�自在女―が自
己の三尊の佛
を祀って、白
山大權現と称
えた

表 1　文献記述一覧
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そ
れ
で
は
こ
の
伝
説
を
地
元
の
人
た
ち
は
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
て
い
る
の
だ

ろ
う
か
。
次
に
聞
取
り
を
記
述
す
る
。

　
　
　

三　

伝
説
と
地
域
の
人
々
／
祭
礼
時
の
地
元
の
人
た
ち

（
一
）
地
元
の
人
々
の
語
り

【
Ｌ
氏
】
男
性
、一
九
五
一
年
生
ま
れ
／
【
Ｍ
氏
】
男
性
、一
九
四
五
年
生
ま
れ
。

Ｌ
氏
は
当
時
区
長
、
両
氏
と
も
千
合
谷
在
住
、
同
出
身

　

二
〇
一
二
年
四
月
二
八
日
聞
取
り

　

お
二
人
に
お
会
い
し
た
の
は
解
雷
ヶ
清
水
で
あ
っ
た
。
海
岸
の
干
飯
崎
米
ノ

浦
か
ら
県
道
十
九
号
線
で
東
に
入
る
が
、
道
路
は
い
く
つ
も
の
山
や
谷
を
カ
―

ブ
す
る
。
や
が
て
干
飯
ト
ン
ネ
ル
を
越
え
る
と
、
写
真
２
の
大
き
な
看
板
が
目

に
入
り
、
そ
の
右
側
に
上
り
口
が
あ
る
。
山
地
水
田
の
間
の
細
い
山
道
を
縫
う

よ
う
に
登
っ
て
い
く
と
、
谷
が
少
し
開
け
た
よ
う
な
地
が
あ
り
、
そ
こ
が
湧
水

地
で
あ
る
。
冷
気
を
感
じ
る
霊
地
で
、
し
き
り
に
水
の
音
が
す
る
。
よ
く
見
る

と
泉
を
囲
む
山
肌
は
岩
盤
で
、
岩
の
あ
ち
こ
ち
か
ら
水
が
し
み
出
し
水
源
地
に

流
れ
込
ん
で
い
る
。
水
汲
み
場
は
石
が
組
ま
れ
た
湧
水
池
の
少
し
下
に
あ
り
、

そ
こ
か
ら
階
段
を
登
る
と
拝
殿
が
あ
り
不
動
明
王
が
祀
ら
れ
て
い
る
。

　
「
最
近
は
遠
く
か
ら
来
る
人
が
多
い
の
で
下
草
刈
り
や
ご
み
掃
除
な
ど
、
管
理

が
大
変
だ
」
と
Ｌ
氏
は
話
す
。
以
前
は
駐
車
場
が
な
か
っ
た
が
、
水
汲
み
の
便

宜
を
は
か
り
山
間
地
水
田
の
土
手
を
拡
げ
て
整
備
を
し
た
。
一
九
八
六
年
に
解

雷
ヶ
清
水
の
水
が
白
山
地
区
の
飲
雑
用
水
事
業
の
水
源
と
し
て
提
供
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
、「
こ
こ
の
水
は
白
山
の
生
活
用
水
に
な
っ
て
い
る
」
と
話
さ
れ
た
。

祭
礼
は
七
月
七
日
の
七
夕
で
、
午
前
中
に
清
掃
を
し
、
午
後
か
ら
神
事
が
行
わ

れ
る
。
以
前
は
地
域
の
女
性
た
ち
が
銚
子
に
花
一
輪
を
指
し
て
お
参
り
に
来
て
い

た
と
い
い
、
昭
和
の
初
め
頃
ま
で
境
内
で
相
撲
が
行
わ
れ
た
事
も
あ
る
と
い
う（

（（
（

。

　

な
ぜ
こ
の
祭
り
を
七
夕
に
行
う
の
か
お
聞
き
し
た
所
、「
こ
こ
の
水
は
近
く

の
天て

ん
の
う王

川
の
上
流
に
合
流
す
る
。
つ
ま
り
『
あ
ま
の
か
わ
』
に
流
れ
て
い
る
」

と
答
え
た
。
地
名
が
祭
礼
日
を
表
わ
し
て
い
た
の
で
あ
る（

（（
（

。

　

Ｌ
氏
、
Ｍ
氏
か
ら
解
雷
ヶ
清
水
の
祭
礼
日
を
伺
っ
た
の
で
、
後
日
七
夕
の
日

に
再
び
千
合
谷
を
訪
れ
た
。

【
祭
礼
時
の
地
元
の
人
た
ち
】

二
〇
一
二
年
七
月
七
日
聞
取
り

　

例
祭
は
解
雷
ヶ
清
水
不
動
明
王
祭
と
呼
ば
れ
て
い
る
が
、
そ
の
日
は
昼
か
ら

写真２　清水入口看板

写真3　解雷ヶ清水
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大
雨
で
あ
っ
た
。
二
時
前
に
テ

ン
ト
下
に
村
人
が
集
ま
っ
て
い

る
。
祭
事
は
二
時
～
二
時
三
五

分
ま
で
執
り
行
わ
れ
、
そ
の
後

直
会
と
な
り
三
時
に
終
了
し

た
。
土
砂
降
り
で
あ
っ
た
が
、

村
人
が
二
〇
人
以
上
は
参
列
さ

れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
全
世
帯

の
参
加
で
あ
る
と
思
わ
れ
る（

（（
（

。

回
り
の
方
々
に
お
話
を
伺
っ

た
。「
福
井
地
震
（
一
九
四
八
年
）

の
時
に
岩
が
ぞ
れ
た（
ず
れ
た
）

が
、
何
と
も
な
か
っ
た
。
水

質
や
水
自
体
は
変
化
が
な
か
っ

た
。
そ
れ
と
今
ま
で
枯
れ
た
こ

と
が
な
い
」（
男
性
）。

　

そ
し
て
も
う
お
一
人
の
女
性

は
、解
雷
ヶ
清
水
に
つ
い
て
、「
こ

こ
の
水
を
飲
む
と
き
れ
い
に
な
る
。
だ
か
ら
心
も
き
れ
い
に
な
る
。
夏
は
冷
た
く

て
、
冬
は
温
か
い
。
大
雨
が
降
っ
て
も
濁
ら
な
い
」（
女
性
）
と
話
さ
れ
た（

（（
（

。

　

三
人
目
の
方
は
次
の
よ
う
に
語
ら
れ
た
。

　
　

�　

昔
は
相
撲
も
や
っ
て
い
た
。
そ
れ
か
ら
女
の
人
は
銚
子
に
花
一
輪
挿
し

て
神
殿
の
奥
に
並
べ
た
け
ど
、
今
は
二
～
三
人
く
ら
い
。

　
　

�

前
は
浜
（
米
ノ
浦
）
の
人
が
魚
を
背
負
っ
て
こ
こ
に
寄
っ
て
、
こ
の
水
で

魚
を
冷
や
し
て
か
ら
町
へ
売
り
に
行
っ
て
い
た
。
こ
こ
で
冷
や
す
と
魚
が

傷
ま
な
か
っ
た
。（
女
性　

八
二
歳
）

　

今
日
の
車
社
会
以
前
に
は
、
海
岸
地
か
ら
中
心
地
（
武
生
市
・
現
越
前
市
）

に
行
く
に
は
、何
時
間
も
か
け
歩
い
て
山
越
え
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

地
元
の
人
に
よ
る
と
、
海
岸
の
米
ノ
浦
か
ら
旧
市
内
に
行
く
の
に
徒
歩
で
六
時

間
以
上
か
か
る
と
い
う
。
こ
の
女
性
の
話
を
裏
付
け
る
記
述
が
『
白
山
村
誌
』

に
載
せ
ら
れ
て
い
る（

（（
（

。

　
　

�　

米
ノ
、
高
左
―
等
の
浦
々
で
漁
獲
せ
る
鮮
魚
は
自
動
車
の
出
来
る
ま
で

は
皆
、
浜
の
女
達
（
ボ
テ
）
が
肴
籠
を
肩
に
か
つ
ぎ
、
峠
を
越
え
て
武
生

の
魚
市
場
や
村
々
へ
売
り
歩
い
た
も
の
で
、
特
に
市
場
へ
の
出
荷
は
時
期

と
肴
の
鮮
度
に
厳
し
い
制
限
が
あ
る
の
で
、
浜
か
ら
武
生
ま
で
走
り
続
け

る
の
で
あ
る
。

　
　

�　

そ
れ
が
真
夏
と
も
な
れ
ば
、
如
何
に
走
り
続
け
て
も
、
遠
い
山
坂
の
道

の
事
で
も
あ
り
、（
中
略
）
市
場
に
つ
く
ま
で
に
、
鮮
魚
は
弱
っ
て
売
り

物
に
な
ら
な
か
っ
た
。
然
る
に
、
け
ら
が
清
水
の
水
に
浸
し
て
運
べ
ば
、

決
し
て
肴
が
弱
ら
な
い
と
い
ふ
霊
験
が
あ
る
と
言
ふ
の
で
、
ボ
テ
達
は
汗

に
ま
み
れ
つ
つ
峠
を
越
え
る
と
必
ず
此
霊
水
（
冷
水
）
に
三
十
分
～
一
時

間
程
浸
し
て
市
場
へ
と
走
っ
た
も
の
だ
。

　

魚
を
運
ぶ
浦
里
の
お
か
み
さ
ん
達
は
「
ぼ
て
さ
ん
」
と
言
わ
れ
、
筆
者
の
記

憶
で
は
紺
絣
の
上
着
と
モ
ン
ペ
に
赤
の
前
掛
け
を
し
、
魚
の
入
っ
た
大
き
な
籠

を
背
中
に
歩
か
れ
て
い
た
の
を
見
か
け
た
も
の
で
あ
っ
た
。
解
雷
ヶ
清
水
は
夫

の
獲
っ
て
き
た
魚
を
新
鮮
な
う
ち
に
運
ぼ
う
と
す
る
海
の
女
性
達
に
も
大
切
な

写真4　祭礼日の取水場と拝殿写真5　神事と村の人々
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役
目
を
果
た
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

拝
殿
に
て
／
水
と
自
在
女
伝
説

　

拝
殿
に
上
が
っ
て
、
村
の
代
表
の
方
々
か
ら
も
お
話
を
伺
っ
た
。
自
在
女
伝

説
に
つ
い
て
、「
朝
鮮
の
三
国
の
戦
争
で
は
、
負
け
た
ら
皆
殺
し
に
さ
れ
る
。

そ
れ
で
自
在
女
さ
ん
が
海
を
渡
っ
て
こ
こ
に
着
か
れ
た
」「
村
人
が
病
に
か
か
っ

た
時
、（
姫
が
）
疫
病
を
治
し
た
ん
や
け
ど
、
解
雷
ヶ
清
水
が
そ
の
体
を
浄
め

た
、
っ
て
。
そ
し
て
こ
こ
は
雨
乞
い
の
神
さ
ん
。
水
が
絶
え
る
こ
と
が
な
い
。」

と
い
う
話
を
さ
れ
た
。
神
主
の
小
泉
氏
は
「
水
系
が
中
心
に
な
っ
て
村
落
が
で

き
た
」
と
、
歴
史
的
な
観
点
か
ら
こ
の
村
に
お
け
る
解
雷
ヶ
清
水
の
位
置
づ
け

を
さ
れ
た
。
前
述
の
Ｌ
氏
は
「
観
光
地
に
な
る
と
困
る
。
水
を
汲
み
に
来
る
人

が
増
え
た
が
、
ご
み
も
増
え
て
い
る
し
車
の
ト
ラ
ブ
ル
も
あ
る
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
も

放
映
さ
れ
た
が
、
あ
ま
り
喜
ん
で
い
な
い
。
静
か
に
守
り
た
い
」
と
そ
の
管
理

の
難
し
さ
を
語
っ
た
。そ
し
て「
こ
こ
は
現
代
文
明
か
ら
外
れ
て
い
た
か
ら
残
っ

て
き
た
と
思
う
」
と
付
け
加
え
た
。

地
元
の
方
々
の
話
か
ら

　

こ
こ
で
は
五
～
六
人
の
方
か
ら
お
話
を
伺
っ
た
が
、
か
つ
て
の
祭
礼
時
の
様

子
、
清
水
の
特
性
や
機
能
、
彼
ら
の
生
活
と
の
か
か
わ
り
、
自
在
女
、
そ
し
て

湧
水
地
管
理
に
対
す
る
葛
藤
な
ど
、
水
を
巡
る
多
く
の
事
が
語
ら
れ
て
い
た
。

姫
を
「
自
在
女
さ
ん
」
と
呼
称
さ
れ
た
の
を
何
度
か
お
聞
き
し
た
が
、
地
域
の

人
々
に
と
っ
て
姫
が
水
源
と
と
も
に
今
も
生
き
て
お
り
、
そ
の
双
方
と
も
が
大

切
な
存
在
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
地
域
全
戸
数
が
集
ま
る
こ
の
例
祭

は
水
を
巡
る
共
同
体
の
結
び
つ
き
を
固
め
る
場
で
も
あ
り
、
水
へ
の
感
謝
を
皆

で
確
認
す
る
場
で
も
あ
る
。

（
二
） 

地
元
以
外
（
姫
の
上
陸
地
―
米
ノ
）
の
人
の
語
り

　

次
に
姫
の
上
陸
地
で
あ
る
米
ノ
の
方
か
ら
お
話
を
伺
う
。

【
Ｎ
氏
】
男
性
、
一
九
三
七
年
生
ま
れ
、
米
ノ
在
住
、
同
出
身

　
　
　
　
　
　

 

二
〇
一
三
年
四
月
八
日
、
二
〇
一
六
年
四
月
二
四
日
聞
取
り

姫
の
上
陸
地
と
米
ノ
と
白
山
と
の
関
係

　

文
献
で
は
姫
の
上
陸
地
が
干
飯
崎
と
記
述
さ
れ
て
い
た
が
、
海
浜
の
村
と
白

山
と
の
関
連
を
知
る
た
め
に
聞
取
り
を
行
っ
た
。
氏
は
姫
が
着
い
た
と
さ
れ
る

干
飯
崎
の
近
く
に
住
ま
わ
れ
て
い
る
。

　

ま
ず
海
岸
で
の
姫
の
上
陸
地
点
・「
明
神
浜
」「
神
島
」、
河
口
の
「
飯
櫃
」

の
地
へ
も
案
内
を
受
け
た
。

　

彼
は
、
白
山
神
社
の
祭
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
話
し
た
。「
以
前
は
、
白
山

神
社
秋
祭
の
神
輿
は
、
白
山
の
人
で
は
な
く
、
米
ノ
の
人
が
担
い
で
い
た
」
―
。

意
外
な
話
に
「
ど
う
し
て
で
す
か
」
と
尋
ね
る
と
、
懐
か
し
そ
う
に
当
時
小
中

学
生
だ
っ
た
頃
何
度
か
こ
の
祭
り
を
見
に
行
っ
た
こ
と
を
語
っ
て
く
だ
さ
っ

た
。
明
治
時
代
迄
は
白
山
神
社
の
御
輿
、
提
灯
、
幕
、
登
旗
は
全
部
米
ノ
浦
若

連
中
と
印
さ
れ
、
旧
暦
九
月
十
五
日
の
例
祭
に
は
米
ノ
浦
の
若
連
中
が
麻
色
に

白
の
ハ
ッ
ピ
、
白
足
袋
の
姿
で
御
輿
を
か
き
、
他
の
者
が
か
つ
ぐ
こ
と
は
許
さ

れ
な
か
っ
た（

（（
（

。
そ
れ
は
「
米
ノ
の
人
た
ち
が
自
在
女
一
行
を
海
岸
か
ら
白
山
に

お
連
れ
し
た
、
と
い
う
言
い
伝
え
が
あ
る
か
ら
」
と
語
っ
た
。

　

し
か
し
米
ノ
浦
若
衆
の
白
山
神
社
へ
の
祭
り
参
加
は
昭
和
三
五
年
頃
に
止
ん

で
し
ま
っ
た
。
Ｎ
氏
は
そ
の
理
由
を
「（
米
ノ
の
）
若
者
が
神
輿
を
田
ん
ぼ
に

放
り
投
げ
、
ひ
っ
く
り
返
し
て
し
ま
っ
た
か
ら
。」
と
話
し
た
。
同
じ
よ
う
な



65

塩
瀬　

越
前
白
山
地
区
の
「
自
在
女
」
と
「
解
雷
ヶ
清
水
」

話
は
白
山
神
社
の
神
主
・
小
泉
命
氏
か
ら
も
お
聞
き
し
た
。「
昔
神
社
の
神
輿

は
米
ノ
の
人
し
か
担
げ
な
か
っ
た
が
、
彼
ら
が
ヤ
ン
チ
ャ
を
し
て
神
輿
を
倒
し

た
り
し
た
ら
し
い
。（
壊
れ
て
し
ま
い
）
そ
れ
で
御
神
輿
を
止
め
た（

（（
（

」。

　

祭
礼
時
の
神
輿
の
行
列
順
に
つ
い
て
、
Ｎ
氏
は
古
老
の
話
を
総
合
し
次
の
よ

う
に
記
し
て
い
る
。

白
山
神
社
秋
期
祭
礼
時
の
神
輿
行
列

表
２　

二
階
堂
「
白
山
大
権
現
（
山
干
飯
惣
社
）」
祭
礼
の
神
輿
行
列

（
中
橋　

二
〇
一
三
に
よ
る（

（（
（

）

榊
―
道
案
内
の
神
・
猿
田
彦
―
白
山
宮
大
旗
―
祇
園
大
旗
―
村
々
氏
子
旗

―
悪
魔
祓
い
―
千
合
谷
若
者
（
額
に
一
本
角
の
獅
子
頭
）
の
獅
子
神
楽
―

若
者
ご
馳
走
―
米
ノ
浦
若
連
中
（
麻
色
に
白
色
の
法
被
、
白
足
袋
）
の
神

輿
―
御
膳
米
口
庄
屋
―
神
主

　

こ
の
表
か
ら
も
神
社
祭
礼
で
の
米
ノ
の
人
々
の
重
要
な
位
置
づ
け
が
わ
か

る
。
米
ノ
浦
の
人
々
が
神
輿
を
担
ぐ
そ
の
理
由
に
つ
い
て
『
越
前
町
史
』
に
は

神
社
の
縁
起
に
よ
る
と
し
て
、「
二
階
堂
白
山
神
社
神み

こ
し輿
渡と

御ぎ
ょ

に
、
米
ノ
浦
若

衆
参
加
す
る
理
由
は
、
米
の
浦
明
神
浜
に
着
岸
せ
し
自
在
を
、
二
階
堂
迄
輿
で
、

ご
案
内
せ
し
故
事
あ
る
た
め
な
り（

（（
（

」
と
あ
り
、
案
内
し
た
の
が
海
岸
の
若
者
だ

と
い
う
言
い
伝
え
に
触
れ
て
い
る
。
ま
た
、
村
の
言
い
伝
え
に
よ
る
と
、
自
在

女
は
舟
三
十
艘
と
部
下
三
百
人
、
黄
金
千
叺か

ま
す

朱
を
積
ん
で
漂
着
し
た
と
い
い（

（（
（

、

Ｎ
氏
は
「
こ
れ
は
正
確
な
数
字
で
は
な
く
、
数
の
多
さ
を
示
す
」
と
述
べ
る
。

氏
は
さ
ら
に
、自
在
女
が
地
域
の
人
々
に
米
作
を
教
え
た
と
い
う
伝
説
か
ら
は
、

当
然
土
木
や
灌
漑
技
術
も
伝
え
て
い
た
こ
と
を
意
味
し
、
恐
ら
く
そ
の
人
数
の

多
さ
か
ら
そ
の
よ
う
な
先
進
技
術
を
持
っ
た
人
々
が
い
た
、
と
話
す
。

　

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
最
後
に
、
自
在
女
が
米
ノ
浦
若
衆
に
先
導
さ
れ
て
千
合
谷

の
方
へ
上
っ
た
と
い
う
山
の
場
所
を
案
内
し
て
頂
い
た
。
そ
こ
は
谷
が
多
い
山

地
の
な
か
で
か
な
り
傾
斜
の
あ
る
上
り
斜
面
で
あ
っ
た
。

Ｎ
氏
の
話
か
ら

　

姫
た
ち
が
山
越
え
で
き
た
の
は
浦
の
若
者
た
ち
に
よ
る
と
い
う
伝
説
が
あ
り
、

山
越
え
の
上
り
道
も
特
定
さ
れ
伝
わ
っ
て
い
る
。
解
雷
ヶ
清
水
と
米
ノ
浦
と
の

関
連
に
つ
い
て
、『
白
山
村
誌
』
に
は
、
昭
和
の
初
め
頃
ま
で
そ
の
例
祭
に
米
の

浦
漁
民
達
は
毎
年
酒
と
鏡
餅
を
持
参
し
て
参
拝
し
た（

（（
（

と
あ
り
、
姫
の
上
陸
地
と

さ
れ
る
海
村
の
人
々
が
白
山
村
と
深
く
か
か
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

ま
た
、
言
い
伝
え
の
な
か
の
姫
一
行
の
人
数
の
多
さ
は
、
様
々
な
技
術
を
有

し
た
渡
来
の
人
々
の
存
在
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。

（
三
）
三
年
後
の
あ
る
村
人
の
語
り

【
Ｏ
氏
】
男
性
、
一
九
四
七
年
生
ま
れ
、
千
合
谷
出
身
、
同
在
住
、
現
区
長

（
二
〇
一
五
年
）

　
　

二
〇
一
二
年
七
月
七
日
・
二
〇
一
五
年
四
月
二
八
日
聞
取
り

伝
説
と
歴
史
の
間

　

氏
は
一
九
九
六
年
、「
韓
国
へ
自
在
女
の
伝
説
を
確
認
に
行
っ
た
」
と
い
う
。

筆
者
は
二
〇
一
二
年
祭
礼
時
の
そ
の
話
に
関
心
を
持
ち
、
三
年
後
に
さ
ら
に
お
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話
を
伺
っ
た
。
そ
れ
は
武
生
市
（
現
越
前
市
）
と
韓
国
と
の
文
化
に
つ
な
が
り

が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
市
が
計
画
し
た
ツ
ア
ー
旅
行
で
あ
っ
た
。
参
加
者
は

一
二
～
三
人
で
Ｏ
氏
が
団
長
を
務
め
ら
れ
た
。
確
認
の
結
果
を
お
聞
き
す
る
と
、

「
そ
の
よ
う
な
姫
の
名
前
や
話
は
見
つ
け
ら
れ
な
か
っ
た
」と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

Ｏ
氏
は
二
〇
一
二
年
の
解
雷
ヶ
清
水
例
祭
の
日
の
直
会
で
「
白
山
は
文
化
の

通
り
道
で
、
行
き
着
い
た
所
が
今
立（

（（
（

な
ど
で
は
な
い
か
と
思
う
」
と
述
べ
ら
れ

て
い
た
。「
潮
の
流
れ
で
人
が
こ
ち
ら
に
流
れ
て
着
き
ま
す
か
ら
。
今
立
の
紙

す
き
な
ん
か
も
、
韓
国
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
日
本

海
に
住
ん
で
い
る
人
は
自
分
た
ち
の
住
ん
で
い
る
所
こ
そ
表
日
本
だ
と
思
っ
て

い
る
」。
こ
の
「
今
立
」
と
は
白
山
地
区
の
東
、
越
前
市
の
さ
ら
に
東
進
し
た

地
に
位
置
し
、
継
体
天
皇
に
因
む
数
多
く
の
伝
承
が
残
り
、
古
来
よ
り
和
紙
、

織
物
等（

（（
（

の
伝
統
工
芸
が
盛
ん
な
先
進
地
域
で
あ
る
。
そ
の
地
に
至
る
渡
来
人
の

通
り
道
が
白
山
地
区
だ
と
言
う
の
で
あ
る
。

伝
承
者
の
こ
だ
わ
り

　

Ｏ
氏
は
か
つ
て
福
井
新
聞
の
記
事（

（（
（

―
百
済
王
女
が
村
に
残
し
た
命
の
水
―
の

中
で
「
解
雷
ヶ
清
水
が
市
の
水
源
と
し
て
整
備
さ
れ
る
と
き
『
で
き
る
だ
け
自

然
の
ま
ま
の
姿
を
残
し
て
お
き
た
い
と
思
っ
て
周
辺
の
整
備
は
市
に
任
せ
ず
、

壮
年
会
で
自
然
石
を
組
ん
だ
』」
と
述
べ
て
い
る
。「
こ
だ
わ
り
が
あ
る
。
だ
か

ら
水
源
地
も
自
然
の
ま
ま
だ
し
、
そ
こ
に
行
く
細
い
道
も
舗
装
し
て
い
な
い
。

例
祭
の
日
に
ち
も
変
え
な
い
。
七
月
七
日
に
決
め
て
い
る
」

Ｏ
氏
の
話
か
ら

　

水
源
地
を
は
じ
め
て
訪
れ
た
と
き
、
山
中
の
泉
と
い
う
自
然
な
印
象
を
受
け

た
。
氏
の
話
で
コ
ン
ク
リ
ー
ト
や
人
工
物
が
極
力
使
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と

に
改
め
て
気
付
い
た
。「
潮
の
流
れ
で
」「
自
分
た
ち
の
住
ん
で
い
る
所
こ
そ
表

日
本
だ
」
と
い
う
氏
の
言
に
は
、
こ
の
伝
説
の
背
景
に
あ
る
、
あ
る
種
の
北
陸

の
人
々
の
心
情
が
表
れ
て
い
る
。

　
　
　

四 　

地
元
の
人
の
語
り
か
ら
の
考
察

　

語
り
か
ら
わ
か
っ
た
こ
と
は
、（
１
）米
ノ
と
白
山
地
区
の
つ
な
が
り
、　
（
２
）

圧
倒
的
水
量
の
水
が
千
合
谷
の
み
な
ら
ず
広
い
範
囲
の
地
域
と
人
々
の
生
活
を

担
っ
て
お
り
、
大
き
な
恩
恵
を
与
え
て
い
る
こ
と
、（
３
）（
２
）
ゆ
え
に
大
切

に
管
理
さ
れ
て
い
る
こ
と
、（
４
）
自
在
女
は
「
自
在
女
さ
ん
」
と
呼
ば
れ
、
地

域
の
人
々
に
親
近
感
を
持
っ
て
呼
称
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
背
景
に
海
か
ら
や
っ

て
来
た
人
々
の
足
跡
も
示
唆
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
白
山
神
社
祭
礼
の
神
輿
行
列
や
神
輿
担
ぎ
が
自
在
女
の
東
進
伝
説
を

も
と
に
し
て
い
る
こ
と
も
興
味
深
い
こ
と
で
あ
る
。
小
泉
氏
の
説
く
よ
う
に
、
清

水
の
水
系
か
ら
地
区
の
村
落
開
発
が
な
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
中
心
地
で
の
神

社
祭
礼
に
自
在
女
に
関
連
の
深
い
米
ノ
の
若
者
が
優
先
さ
れ
た
可
能
性
も
あ
る
。

　

さ
ら
に
姫
の
こ
と
を
韓
国
へ
確
か
め
に
行
っ
た
と
い
う
Ｏ
氏
の
話
か
ら
、
結

果
は
不
明
だ
っ
た
も
の
の
、
人
々
の
中
に
伝
説
が
歴
史
と
の
間
に
生
き
て
い
る

こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
Ｌ
氏
、
Ｍ
氏
も
述
べ
て
い
た
よ
う
に
、
解
雷
ヶ
清
水
の
水

は
千
合
谷
町
住
民
が
使
用
し
て
い
た
が
、市
が
一
九
八
六
年
に
貯
水
槽
を
作
り
、

白
山
地
区
全
域
の
飲
雑
用
水
と
し
て
提
供
さ
れ
た
。
氏
に
よ
る
と
、
例
祭
に
は

以
前
市
長
も
呼
ん
で
い
た
と
い
う（

（（
（

。
水
源
地
の
管
理
に
つ
い
て
は
、
千
合
谷
の

住
民
全
世
帯
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
る（

（（
（

。
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祭
礼
日
は
今
日
で
は
参
加
者
の
便
宜
を
は
か
り
、
本
来
の
期
日
を
変
更
し
て

行
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
こ
こ
で
は
七
月
七
日
の
七
夕
と
決
め
て
い
る
。
七

夕
と
は
「
恐
ら
く
水
の
儀
禮
と
し
て
農
耕
儀
禮
の
主
要
な
一
節
で
は
な
か
っ
た

か（
（（
（

」
と
あ
り
、「
水
に
関
す
る
伝
承
が
き
わ
め
て
多
い
。（
中
略
）
生
命
の
水
、

蘇
り
の
水
の
表
象
に
基
づ
く
行
事
が
存
在
し
て
い
た
可
能
性
を
考
慮
す
る
必
要

が
あ
る（

（（
（

」
と
さ
れ
て
い
る
。

　

何
故
例
祭
日
が
七
夕
の
日
で
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
七
夕
の
由
来
は
も
と
も
と

中
国
の
織
姫
・
牽
牛
伝
説
か
ら
始
ま
り
、
や
が
て
女
性
の
技
芸
向
上
を
願
う
た

め
に
七
月
七
日
に
そ
の
星
に
祈
る
祭
り
（
乞き

巧こ
う
で
ん奠
）
と
さ
れ
て
い
る
。
折
口
信

夫
は
日
本
古
有
の
棚た

な
ば
た機
つ
女
が
織
女
星
信
仰
と
融
合
を
遂
げ
た
こ
と
を
解
い
て

い
る（

（（
（

が
、
日
本
で
は
七
夕
は
水
と
の
関
わ
り
が
深
い
日
で
あ
り
、
こ
の
日
に
は

水
浴
び
を
し
た
り
、
井
戸
替
え
や
道
具
を
洗
う
な
ど
の
民
俗
行
事
が
多
く
見
ら

れ
る
。
七
夕
の
相
撲
行
事
も
凶
作
や
流
行
病
の
原
因
と
な
る
悪
霊
や
死
霊
を
水

に
流
し
て
清
め
る
と
い
う
、
も
と
も
と
の
民
俗
に
基
づ
く
も
の（

（（
（

と
思
わ
れ
、
こ

れ
ら
水
の
関
連
行
事
と
白
山
信
仰
、
菊
理
媛
（
織
姫
と
の
関
連
）、
天
王
川
（
あ

ま
の
か
わ
）
の
名
称
存
在
な
ど
様
々
な
要
素
が
幾
重
に
も
重
な
り
絡
み
合
っ
て

い
る
よ
う
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
例
祭
は
こ
の
日
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
、
と
い
う
地
元
の
人
々
の

こ
だ
わ
り
は
、
行
事
の
的
を
確
実
に
と
ら
え
て
い
る
。

　
　
　

ま 

と 

め

　

当
伝
承
（
含
伝
説
）
は
、
こ
の
地
の
風
土
―
海
流
・
海
か
ら
近
い
位
置
・
渡

来
の
漂
着
者
・
近
辺
の
山
岳
信
仰
縁
の
地
・
白
山
信
仰
な
ど
―
と
目
さ
れ
る
土

台
の
上
に
、
天
の
川
を
連
想
さ
せ
る
地
名
の
存
在
に
加
え
、
水
や
七
夕
に
関
す

る
古
く
か
ら
の
民
俗
的
な
要
素
（
七
夕
と
相
撲
の
関
連
な
ど
）
が
幾
重
に
も
重

な
り
合
っ
て
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
古
層
の
片
鱗
が
見
え
隠
れ
す

る
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
る
。

　
「
現
代
文
明
か
ら
外
れ
て
い
た
か
ら
残
っ
て
き
た
」
と
い
う
村
人
の
言
葉
に

込
め
ら
れ
て
い
る
通
り
、
伝
説
と
民
俗
的
伝
承
は
山
峡
に
あ
る
地
だ
か
ら
こ
そ

そ
の
古
俗
が
温
存
さ
れ
、
時
を
越
え
て
継
承
さ
れ
て
い
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

伝
説
の
現
在
を
見
る
と
、
そ
の
主
人
公
は
「
自
在
女
さ
ん
」
と
呼
ば
れ
、
祭

礼
行
事
や
人
の
間
に
生
き
て
い
る
こ
と
が
聞
取
り
等
か
ら
わ
か
る
。
そ
れ
ら
を

元
に
当
伝
説
を
地
元
の
人
が
信
じ
て
語
り
継
い
で
い
る
、
そ
の
精
神
的
素
地
と

は
何
で
あ
る
の
か
を
考
察
し
た
い
。
こ
れ
ら
は
相
互
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
思

わ
れ
、
関
連
づ
け
な
が
ら
ま
と
め
る
。

　

柳
田
國
男
は
「
流
さ
れ
王
」
の
な
か
で
、
こ
の
よ
う
な
話
の
あ
る
の
は
何
か

そ
う
誤
伝
せ
ら
れ
る
だ
け
の
事
情
が
あ
る
と
考
え
る
必
要
が
あ
っ
た
、
と
述
べ

る
。
そ
の
例
と
し
て
長
門
秋
吉
村
の
百
済
国
王
、
佐
渡
常
陸
の
新
羅
王
、
若
狭

遠
敷
郡
の
異
国
の
「
王
ざ
ま
の
人
」
を
あ
げ
る
。
そ
し
て
、
能
ふ
べ
く
は
神
を

歴
史
上
の
實
在
の
人
と
考
え
た
い
の
が
近
世
の
一
般
の
人
の
傾
向
で
あ
っ
た
、

と
も
、
ま
た
対
岸
が
三
韓
で
あ
っ
た
地
方
に
は
、
自
然
に
新
羅
王
百
済
王
等
の

名
前
が
宣
託
の
な
か
に
も
出
て
来
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か（

（（
（

と
し
、「
靈

威
の
最
も
旺
盛
な
る
神
が
突
如
と
し
て
顕
は
れ
崇
る
場
合
に
、
こ
れ
を
遠
い
國

か
ら
移
り
臨
み
た
ま
ふ
も
の
と
考
へ
る
傾
向
が
、
大
昔
か
ら
我
々
の
中
に
あ
っ

た（
（（
（

」
と
説
い
て
い
る
。
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ま
た
「
う
つ
ぼ
舟
の
話
」
で
、
特
に
国
外
か
ら
は
る
か
な
海
を
渡
っ
て
漂
着

し
た
伝
説
の
数
々
に
つ
い
て
、「
海
国
に
住
む
民
の（

（（
（

、
數
千
年
に
わ
た
っ
て
馴

ら
さ
れ
た
る
一
つ
の
考
へ
方
が
、
働
い
て
い
た
も
の
と
見
る
の
他
は
無
い（

（（
（

」
と

記
し
て
い
る
。

　

柳
田
の
論
か
ら
考
え
る
と
、
霊
威
あ
る
高
貴
な
異
国
の
女
性
を
三
韓
の
国
の

王
女
と
し
た
こ
の
貴
種
流
離
譚
に
は
、
当
地
の
地
域
性
が
か
か
わ
っ
て
い
る
。

日
本
海
の
人
々
は
眼
前
に
あ
る
日
本
海
を
、
隔
て
る
海
で
は
な
く
開
か
れ
た
海

で
あ
る
と
意
識
し
て
き
た
。
そ
れ
は
Ｏ
氏
の
語
り
、「
潮
の
流
れ
で
人
が
こ
ち

ら
に
流
れ
て
着
き
ま
す
か
ら
。
…
日
本
海
に
住
ん
で
い
る
人
は
自
分
た
ち
の
住

ん
で
い
る
所
こ
そ
表
日
本
だ
と
思
っ
て
い
る
」と
い
う
言
に
表
わ
さ
れ
て
い
る
。

　

日
本
海
地
域
と
太
平
洋
沿
岸
地
域
と
は
、
海
に
対
す
る
感
覚
に
異
な
り
が
あ

る
。
浅
香
年
木
は
日
本
海
側
と
太
平
洋
側
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
そ
れ
を
比
較
し

て
次
の
よ
う
に
記
す
。「
日
本
海
地
域
に
あ
っ
て
は
、
海
の
彼
方
は
疑
い
な
く
人

の
住
む
世
界
で
あ
り
、確
実
に
往
来
で
き
る
も
の
と
意
識
さ
れ
て
い
た
。（
中
略
）

紀
伊
の
南
に
補ふ

だ陀
落ら

く

浄
土
を
求
め
て
（
今
昔
物
語
集
巻
十
三
―
三
四
）、
海
の
彼

方
を
此
世
な
ら
ぬ
世
界
と
見
な
し
て
い
た
と
伝
え
る
太
平
洋
沿
岸
域
と
は
、
ま

さ
に
対
照
的
で
あ
る（

（（
（

」。
日
本
海
と
大
陸
と
の
間
は
太
平
洋
と
比
べ
て
人
の
往
来

が
よ
り
可
能
な
距
離
で
あ
り
、
北
ツ
海
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
対
馬
海
流
や
リ
マ

ン
海
流
に
よ
っ
て
、
海
の
道
で
は
人
や
物
資
の
移
動
が
重
ね
ら
れ
て
き
た
。

　

歴
史
上
で
の
交
渉
に
は
、
五
七
〇
／
五
七
三
／
五
七
四
年
の
高
句
麗
使
節
に
よ

る
越
へ
の
海
岸
着
岸
（
日
本
書
紀
）、
八
～
一
〇
世
紀
に
お
け
る
渤
海
史
来
着
が

越
前
加
賀
若
狭
に
限
っ
て
も
七
回
と
い
う
史
実
が
あ
る
。
そ
の
他
新
羅
と
国
交
を

閉
ざ
し
て
い
た
時
期
、
日
本
海
で
の
私
貿
易
は
行
わ
れ
て
い
た（

（（
（

。
ま
た
日
本
へ
の

渡
来
の
波
に
は
四
段
階
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
大
き
な
う
ね
り
を
示
す
の
は
七
世

紀
後
半
で
、
百
済
が
唐
・
新
羅
に
よ
っ
て
滅
ぼ
さ
れ
、
そ
の
前
後
に
大
量
の
渡
来

が
見
ら
れ
る（

（（
（

、
と
い
う
。
国
情
の
変
化
時
に
国
外
に
逃
れ
た
人
々
は
相
当
の
数
に

な
る
と
思
わ
れ
、
ボ
ー
ト
ピ
ー
プ
ル
的
な
存
在
も
多
々
あ
っ
た
と
推
測
す
る
。

　

命
が
け
で
渡
海
し
た
渡
来
の
人
々
に
は
上
記
の
他
に
、
嵐
に
会
い
漂
流
漂
着

し
た
例
、
ま
た
人
質
や
、
戦
争
の
た
め
に
海
を
渡
っ
て
き
た
人
々
の
伝
説（

（（
（

な
ど
、

史
実
の
み
な
ら
ず
伝
承
に
お
い
て
も
さ
ま
ざ
ま
な
例
が
見
ら
れ
、
文
書
に
は
残

ら
な
い
幾
多
の
人
々
の
移
動
や
接
触
の
痕
跡
が
認
め
ら
れ
る
。

　

日
本
海
地
域
に
は
そ
の
よ
う
な
歴
史
の
積
み
重
ね
が
横
た
わ
っ
て
い
る
。
対

岸
は
ま
さ
に
こ
の
世
の
世
界
で
あ
り
、
そ
こ
に
異
な
っ
た
国
々
が
あ
る
、
と
受

け
取
っ
て
い
た
人
々
に
は
、
そ
の
認
識
や
異
国
の
人
と
の
接
触
の
記
憶
が
醸
成

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
醸
成
こ
そ
が
王
女
流
離
の
伝
説
を
抵
抗
な
く
受
け
入
れ
、

語
り
継
が
せ
て
い
っ
た
精
神
的
素
地
だ
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
千
合
谷
で
の
湧
水

発
見
、
病
人
治
癒
、
土
地
開
発
に
伴
う
稲
作
伝
授
な
ど
は
、
人
々
に
喜
び
と
と

も
に
不
思
議
で
強
烈
な
霊
威
を
感
じ
さ
せ
た
に
違
い
な
い
。
地
域
の
人
々
が
対

岸
の
国
の
王
女
と
そ
の
不
思
議
な
出
来
事
を
結
び
つ
け
、
史
実
を
越
え
て
こ
の

伝
説
を
語
り
継
い
で
い
っ
た
の
は
、
外
来
の
人
々
よ
り
受
け
た
生
命
・
生
活
に

か
か
わ
る
恩
恵
の
深
さ
と
、
日
本
海
域
の
人
々
に
潜
む
先
述
し
た
よ
う
な
素
地

が
背
景
に
あ
る
と
考
え
る
。

　

Ｏ
氏
は
「
文
化
の
通
り
道
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
こ
の
伝
説
に
込
め
ら
れ
て

い
る
の
は
、
繰
り
返
し
海
を
越
え
て
や
っ
て
来
た
人
々
の
存
在
と
、
そ
の
な
か

で
進
ん
だ
文
化
や
技
術
を
有
し
た
人
々
が
地
元
民
と
接
触
、
混
住
し
な
が
ら
内

陸
へ
と
進
ん
で
い
っ
た
足
跡
で
は
、
と
推
測
す
る
。
伝
説
の
な
か
で
の
主
な
内
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容
が
村
落
共
同
体
、
人
間
の
存
続
に
か
か
わ
る
水
系
の
発
見
や
疾
病
の
治
癒
で

あ
る
こ
と
か
ら
も
、
当
伝
説
の
特
徴
は
渡
来
人
が
優
れ
た
文
化
や
技
術
な
ど
を

も
た
ら
し
た
、
と
い
う
言
説
の
典
型
で
あ
り
、
そ
れ
は
彼
ら
が
幾
度
と
な
く
海

を
越
え
て
こ
の
地
域
に
辿
り
つ
き
、
先
進
的
な
働
き
や
貢
献
を
も
っ
て
郷
民
に

受
け
容
れ
ら
れ
て
き
た
歴
史
の
出
来
事
の
反
映
で
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

解
雷
ヶ
清
水
の
祭
礼
は
村
の
平
安
な
存
在
を
願
う
確
認
の
場
で
も
あ
り
、
土

地
と
地
元
の
人
々
の
支
え
と
も
な
っ
て
き
た
。
こ
の
千
合
谷
町
は
二
〇
一
五
年

九
月
十
五
日
現
在
、
幼
稚
園
児
も
小
学
生
も
ゼ
ロ
で
あ
る
と
い
う（

（（
（

。
長
く
継
が

れ
て
き
た
こ
の
伝
承
や
行
事
が
次
世
代
に
つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と
を
望
み
た
い
。

附
記

　

本
研
究
に
あ
た
り
、
白
山
地
区
の
皆
さ
ま
に
は
、
聞
取
り
調
査
や
祭
礼
時
等

に
多
大
な
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
。
ま
た
白
山
神
社
の
小
泉
命
様
、
米
ノ
の
中

橋
英
治
様
か
ら
は
貴
重
な
資
料
の
御
提
供
や
ご
説
明
を
授
か
り
ま
し
た
。
記
し

て
皆
々
様
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

註（
１
）
呼
び
方
は
「
じ
ざ
い
め
／
じ
ょ
／
ひ
め
」
な
ど
が
あ
る
が
、
地
元
の
人
の
呼
称
に
し

た
が
っ
た
。

（
２
）
生
ま
れ
た
土
地
の
守
護
神
の
こ
と
で
、
産う
ぶ
す
な土

と
は
人
の
出
生
地
の
こ
と
で
あ
る
（
福

田
ア
ジ
オ
他
編
『
日
本
民
俗
辞
典
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
六
年
）。

（
３
）白
山
村
誌
刊
行
会『
白
山
村
誌
』（
白
山
地
区
公
民
館
、一
九
七
八
年
）五
八
～
五
九
頁
。

（
４
）
柳
田
國
男
「
う
つ
ぼ
舟
の
話
」（『
定
本
柳
田
國
男
集 

九
』
筑
摩
書
房
、
一
九
六
九

［
一
九
二
五
］
年
）。

（
５
）
福
田
晃
編
『
日
本
伝
説
体
系 

十
二
』（
み
ず
う
み
書
房
、
一
九
八
二
年
）。 

（
６
）
荒
木
博
之
編
『
日
本
伝
説
体
系 

十
三
』（
み
ず
う
み
書
房
、
一
九
八
七
年
）。

（
７
）
註
（
３
）
五
九
頁
。

（
８
）『
丹
生
郡
誌
』（
臨
川
書
店
、一
九
八
六
［
一
九
〇
九
］
年
）
二
二
七
～
二
二
九
頁
。「
」

内
は
筆
者
が
記
述
を
要
約
。

（
９
）
杉
原
丈
夫
編
「
貴
女
流
離
」（『
若
越
民
話
の
世
界
』
福
井
県
郷
土
史
懇
談
会
、

一
九
七
六
年
、
三
頁
）。
筆
者
傍
線
。

（
⓾
）
杉
原
丈
夫
編
『
越
前
若
狭
の
伝
説
』（
松
見
文
庫
、
一
九
七
〇
年
）
五
頁
。

（
⓫
）
武
生
市
白
山
公
民
館
『
山
干
飯
の
く
ら
し
』（
武
生
市
白
山
公
民
館
、
一
九
八
一
年
）。

（
⓬
）
地
図
一
参
照
。

（
⓭
）
二
〇
〇
六
年
に
「
ふ
く
い
の
お
い
し
い
水
」
に
認
定
さ
れ
た
。

（
⓮
）
註
（
３
）
五
～
三
六
頁
。

（
⓯
）
碑
の
裏
側
に
「
平
成
八
年
（
一
九
九
六
）
七
月
七
日
解
雷
ヶ
清
水
一
千
四
百
年
祭
」

と
の
記
載
。 

（
⓰
）
角
川
地
名
大
辞
典
編
纂
委
員
会
『
角
川
地
名
大
辞
典
』（
角
川
書
店
、
一
九
八
九
年
）。

（
⓱
）
筆
者
訳
。
文
中
の
□
空
白
は
筆
者
に
よ
る
も
の
で
表
記
不
可
の
漢
字
。

（
⓲
）
杉
原
丈
夫
・
松
原
信
之
編
『
越
前
若
狭
地
誌
叢
書　

上
』（
松
見
文
庫
、
一
九
七
一
年
）

二
九
頁
。
本
文
は
六
十
頁
／
六
二
頁
。

（
⓳
）
杉
原
丈
夫
編
『
越
前
若
狭
地
誌
叢
書　

続
』（
松
見
文
庫
、一
九
七
七
年
）
七
五
八
頁
。

本
文
は
七
九
三
～
七
九
四
頁
。

（
⓴
）
井
上
翼
章
『
越
前
国
名
蹟
考
』（
二
書
房
、
一
九
〇
三
［
一
八
一
五
］
年
）。
本
文
は

二
八
二
～
二
八
四
頁
。

（
㉑
）
渡
辺
市
太
郎
『
若
越
宝
鑑
』（
歴
史
図
書
社
、
一
九
七
三
［
一
八
七
二
］
年
）
二
一
三

～
二
一
四
頁
。

（
㉒
）
鯖
江
女
子
師
範
学
校
編
『
福
井
県
の
伝
説
』（
鯖
江
女
子
師
範
学
校
郷
土
研
究
部
、
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若
越
郷
土
研
究　

六
十
一
巻
一
号

一
九
三
六
年
）
四
二
八
～
四
二
九
頁
。

（
㉓
） 
註
（
３
）
五
〇
四
～
五
〇
五
頁
。

（
㉔
） 
白
山
地
区
の
北
約
一
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
大
師
ゆ
か
り
の
越
智
山
が
あ
り
、
山
岳
信

仰
の
原
型
が
眠
る
地
と
あ
る
。

　
（http://fukui100kei.dogaclip.com

/kanko/Profile-100000100.htm
l

二
〇
一
五
年

一
〇
月
二
二
日　

取
得
）

（
㉕
）
後
者
の
相
撲
は
本
来
神
事
と
関
係
が
深
く
、
水
の
精
霊
が
そ
れ
を
好
む
（
民
俗
学

研
究
所
編
『
民
俗
学
辞
典
』（
東
京
堂
出
版
、
一
九
五
一
年
）
と
い
い
、
年
占
い
、
地

鎮
、
雨
乞
い
に
も
用
い
ら
れ
た
（
福
田
ア
ジ
オ
他
編
『
日
本
民
俗
辞
典
』
吉
川
弘
文
館
、

二
〇
〇
六
年
）。『
続
日
本
紀
』
天
平
七
月
七
日
条
に
聖
武
天
皇
が
相
撲
を
ご
覧
に
な
っ

た
と
記
さ
れ
て
お
り
、
七
夕
と
相
撲
の
古
俗
を
残
し
て
い
る
点
で
興
味
深
い
。
他
に
山

田
知
子
『
相
撲
の
民
俗
史
』（
東
京
書
籍
、
一
九
九
六
年
）、
平
林
章
仁
『
七
夕
と
相
撲

の
古
代
史
』（
白
水
社
、
一
九
九
八
年
）
を
参
照
。

（
㉖
）【
文
献
四
】
参
照
。
泰
澄
大
師
開
基
の
石
川
県
「
白
山
神
社
」
の
祭
神
に
菊
理
媛
命

が
祀
ら
れ
、
媛
は
養
蚕
の
神
つ
ま
り
織
姫
と
も
と
ら
れ
る
。

（
㉗
）
こ
の
時
点
で
の
世
帯
数
は
二
二
世
帯
（
白
山
出
張
所
。
二
〇
一
二
年
七
月
二
七
日
）。

（
㉘
）
以
上
お
二
人
の
年
齢
に
つ
い
て
は
不
問
。
男
性
七
〇
歳
後
半
、
女
性
五
〇
歳
代
か
。

（
㉙
）
註
（
３
）
七
一
五
頁
。

（
㉚
）
註
（
３
）
三
六
頁
。

（
㉛
）
二
〇
一
三
年
七
月
六
日
聞
取
り
。
そ
の
後
神
輿
は
平
成
元
年
に
復
活
し
た
。

（
㉜
） 

中
橋
鉠
治
『
越
前
海
岸
と
異
国
船
』（
私
資
料
、
二
〇
一
三
年
）。

（
㉝
） 

越
前
町
史
編
纂
員
会
編
『
越
前
町
史
』（
越
前
町
役
場
、
一
九
七
七
年
）
四
四
頁
。

（
㉞
）
註
（
３
）
三
五
頁
。

（
㉟
）
註
（
３
）
三
六
頁
。 

（
㊱
）
今
立
は
越
前
市
の
東
側
に
位
置
し
、
男お

ほ

ど
大
迹
大
王
（
継
体
天
皇
）
の
居
住
地
と
し
て

伝
え
ら
れ
る
。

（
㊲
）
さ
ら
に
今
立
地
区
の
北
側
（
鯖
江
市
東
部
）
に
は
漆
器
生
産
地
が
あ
る
。

（
㊳
）『
福
井
新
聞
』「
渡
海
伝
説　

福
井
の
海
岸
を
行
く
」
一
九
九
七
年
七
月
十
五
日
朝
刊
。

（
㊴
）
市
の
簡
易
水
道
の
水
源
地
で
も
あ
る
た
め
。

（
㊵
）
解
雷
ヶ
清
水
の
水
管
理
に
関
し
て
「
用
水
山
寄
付
連
印
状
」
が
残
っ
て
い
る
。

一
七
二
九
年
、
二
階
堂
の
長
百
姓
が
こ
の
用
水
山
を
村
に
寄
付
し
、
そ
の
時
用
水
地

の
村
管
理
徹
底
、
水
場
岩
山
の
売
買
・
改
変
禁
止
な
ど
、
灌
漑
用
の
水
源
を
守
る
た
め

に
、
そ
の
取
り
決
め
と
申
し
送
り
を
村
中
連
判
し
て
誓
っ
た
文
書
で
あ
る
（
註
（
３
）

一
四
三
頁
）。

（
㊶
）
民
俗
学
研
究
所
編
『
民
俗
学
辞
典
』（
東
京
堂
出
版
、
一
九
五
一
年
）。

（
㊷
）
福
田
ア
ジ
オ
他
編 『
日
本
民
俗
辞
典
』（
吉
川
弘
文
堂
、
二
〇
〇
六
年
）。

（
㊸
）折
口
信
夫「
た
な
ば
た
と
盆
祭
り
と
」『
古
代
研
究
Ⅱ
―
祝
詞
の
発
生
』（
中
央
公
論
社
、

二
〇
〇
三
［
一
九
二
九
］
年
）
二
一
一
～
二
一
六
頁
。

（
㊹
）
山
田
知
子 『
相
撲
の
民
俗
史
』（
東
京
書
籍
、
一
九
九
六
年
）
四
七
～
四
九
頁
。

（
㊺
）柳
田
國
男「
流
さ
れ
王
」（『
定
本
柳
田
國
男
集 

五
』筑
摩
書
房
、一
九
六
八［
一
九
四
〇
］

年
）
二
五
九
～
二
六
二
頁
。

（
㊻
）
註
（
㊺
）
二
五
九
頁
。

（
㊼
）
筆
者
傍
線
。

（
㊽
）
柳
田
國
男
「
う
つ
ぼ
舟
の
話
」（『
定
本
柳
田
國
男
集 

九
』
筑
摩
書
房
、
一
九
六
九

［
一
九
二
五
］
年
）
一
七
三
頁
。 

（
㊾
）
浅
香
年
木
「
日
本
社
会
に
お
け
る
日
本
海
地
域
」（
網
野
善
彦
ほ
か
編
『
日
本
の
社

会
史 

第
一
巻
』
岩
波
書
店
、
一
九
八
七
年
）
二
九
三
頁
。

（
㊿
）
門
脇
貞
二
『
日
本
海
域
の
古
代
史
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
六
年
）
九
三
頁
。

（
�
）
上
田
正
昭
『
帰
化
人
』（
中
央
公
論
社
、
一
九
六
五
年
）
二
五
頁
。

（
�
）
塩
瀬
博
子
「
敦
賀
市
五
幡
の
『
蒙
古
来
攻
伝
説
』」（『
口
承
文
芸
研
究
』
第
三
八
号
、

二
〇
一
五
年
）
一
六
八
～
一
八
四
頁
。

（
�
）
白
山
出
張
所
へ
の
聞
取
り
。
若
い
年
齢
層
は
地
域
外
居
住
と
の
こ
と
。


